
報告第 37 号  

 

小城市立認定こども園管理及び運営に関する規則  

 

このことについて、別紙のとおり報告する。  

 

令和２年 12 月 24 日提出  

 

小城市教育委員会  教育長  大野  敬一郎       

 

報告理由  

令和３年 ４月 開 園予定の 認定 こ ども園三 日月 幼 稚園 の管

理と運営に関する規則を定めたので報告する。  
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小城市規則第 29 号 

 

小城市立認定こども園管理及び運営に関する規則 

 

（趣旨） 

第１条 この規則は、小城市立認定こども園設置条例（令和２年小城市

条例第 25 号。以下「条例」という。）に基づき、幼保連携型認定こど

も園（以下「認定こども園」という。）の子どもを心身ともに健やかに

育成するため、認定こども園の管理及び運営に関し必要な事項を定め

るものとする。 

（定義） 

第２条 この規則において、次の各号に掲げる用語の意義は、当該各号

に定めるところによる。 

(１) １号認定子ども 子ども・子育て支援法（平成 24 年法律第 65

号。以下「法」という。）第 19 条第１項第１号に掲げる者であって、

法第 20 条第４項に規定する教育・保育給付認定を受けたものをい

う。 

(２) ２号認定子ども 法第 19 条第１項第２号に掲げる者であって、

法第 20 条第４項に規定する教育・保育給付認定を受けたものをい

う。 

(３) ３号認定子ども 法第 19 条第１項第３号に掲げる者であって、

法第 20 条第４項に規定する教育・保育給付認定を受けたものをい

う。 

(４) 保育標準時間認定 子ども・子育て支援法施行規則（平成 26 年

内閣府令第 44 号。以下「施行規則」という。）第４条第１項の規定

による１月当たり平均 275 時間まで（１日当たり 11 時間までに限

る。）の区分に係る保育の必要量の認定をいう。 

(５) 保育短時間認定 施行規則第４条第１項の規定による１月当

たり平均 200 時間まで（１日当たり８時間までに限る。）の区分に係

る保育必要量の認定をいう。 

（利用定員） 
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第３条 認定こども園の定員は、次のとおりとする。 

名称 定員 

小城市立認定こども園三日月幼稚園 170 人 

（入園の資格） 

第４条 認定こども園に入園できる者は、法第 20 条第１項の規定によ

る認定を受けた者とする。 

（園児の募集） 

第５条 園児の募集について必要な事項は、市長が定め、毎年あらかじ

めこれを告示する。 

（学級の編成） 

第６条 満３歳以上の園児については、教育課程に基づく教育を行うた

め、園長が学級を編成する。 

２ 前項に規定する学級は、学年の初めの日の前日において同じ年齢に

ある園児で編成し、１学級の定員は、５歳児及び４歳児は 30 人とし、

３歳児は 20 人とする。 

３ 園長は、前項の規定にかかわらず、特別の事由があるときは、市長

の承認を得て異なる年齢の園児で編成し、30 人又は 20 人を超えて編

成することができるものとする。 

（職員） 

第７条 条例第４条の規定により、認定こども園に次の職員を置く。 

(１) 園長 

(２) 副園長 

(３) 主任保育教諭 

(４) 保育教諭 

(５) 給食調理員 

２ 前項のほか、その他必要な職員を置くことができる。 

（職員の職務） 

第８条 職員の職務は、次のとおりとする。 

(１) 園長は、園務をつかさどり、所属職員を監督する。 

(２) 副園長は、園長を補助し、命を受けて園務をつかさどり、園長

に事故があるときはその職務を代理し、園長が欠けたときはその職
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務を行う。この場合において、副園長が２人以上あるときは、あら

かじめ園長が定めた順序で、その職務を代理し、又は行う。 

(３) 主任保育教諭及び保育教諭は、上司の命を受けて園務の一部を

整理し、並びに園児の教育及び保育をつかさどる。 

(４) 給食調理員は、園長の命を受け、給食の調理に従事する。 

２ その他の職員は、園長の命を受け、園務に従事する。 

（園医の委嘱） 

第９条 園医、園歯科医及び園薬剤師は、市長が園長の意見を聞いてこ

れを委嘱する。 

（教育及び保育の内容） 

第１０条 認定こども園における教育及び保育は、幼保連携型認定こど

も園教育・保育要領（平成 29 年内閣府・文部科学省・厚生労働省告示

第１号。以下「教育・保育要領」という。）の定めるところにより教育

及び保育を一体的に行うものとする。 

（全体的な計画等の作成） 

第１１条 認定こども園は、年度初めに教育及び保育等に関する全体的

な計画を作成するものとする。 

２ 前項に定めるもののほか、長期的に発達を見通した年、学期及び月

ごとの長期指導計画並びに具体的な園児の生活に即した週及び日ご

との短期の指導計画を作成するものとする。 

（遠足の実施） 

第１２条 園長は、園児の遠足を実施しようとするときは、遠足実施届

出書により実施３日前までに市長に届け出なければならない。 

（保育証書の授与） 

第１３条 園長は、所定の課程を修了した園児に対し、保育証書を授与

するものとする。 

（職員の園務分掌） 

第１４条 所属職員の園務分掌は、園長が定める。 

（教育・保育時間） 

第１５条 認定こども園における教育・保育の時間は、次の表のとおり

とする。ただし、保護者のやむを得ない事情により、市長が特に必要
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と認めたときは、その時間を超えて教育・保育を行うことができる。 

認定区分 利用時間 

１号認定子ども ９時から 14 時まで 

２号認定子ど

も及び３号認

定子ども 

保育標準時間認定 ７時 30 分から 18 時 30 分まで 

保育短時間認定 ８時から 16 時まで 

（開所時間） 

第１６条 開所時間は、７時 30 分から 18 時 30 分までとする。 

（休園日） 

第１７条 認定こども園の休園日は、次の各号に掲げる区分に応じ、当

該各号に定めるとおりとする。ただし、市長が特に必要と認めるとき

は、休園日以外の日に臨時に休園し、又は休園日に教育・保育を行う

ことができる。 

(１) １号認定子ども 

ア 土曜日及び日曜日 

イ 国民の祝日に関する法律（昭和 23 年法律第 178 号）に規定する

休日 

ウ 春季休業日 ４月１日から４月５日まで 

エ 夏季休業日 ７月 21 日から８月 31 日まで 

オ 冬季休業日 12 月 25 日から翌年１月７日まで 

カ 学期末休業日 ３月 25 日から３月 31 日まで 

(２) ２号認定子ども及び３号認定子ども 

ア 日曜日 

イ 国民の祝日に関する法律に規定する休日 

ウ 12 月 29 日から翌年の１月３日までの日 

（延長保育） 

第１８条 条例第５条第３項のうち、２号認定子ども及び３号認定子ど

もが、第 15 条に規定する時間を超えて保育が必要な場合は、小城市保

育所等延長保育実施規則（平成 27 年小城市規則第 26 号）によるもの

とする。 

（預かり保育） 
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第１９条 条例第５条第３項のうち、１号認定子どもが第 15 条に規定

する利用時間を超えて保育が必要な場合は、小城市認定こども園一時

預かり保育実施規則（令和２年小城市規則第 30 号）によるものとす

る。 

（表簿） 

第２０条 園長は、就学前の子どもに関する教育、保育等の総合的な提

供の推進に関する法律施行規則（平成 26 年内閣府・文部科学省・厚生

労働省令第２号）第 26 条により読み替え後の学校教育法施行規則（昭

和 22 年文部省令第 11 号）第 28 条に規定するもののほか、次に掲げ

る表簿を整備しておかなければならない。 

(１) 認可関係書類 

(２) 例規関係書類 

(３) 往復文書 

(４) 入退園関係書類 

(５) 職員休暇承認願 

(６) 職員出勤簿 

(７) 職員出張命令簿 

(８) 職員身体検査票 

(９) 郵便切手受払簿 

(１０) 物品購入簿 

(１１) 給食物資受払簿 

(１２) 備品台帳 

(１３) 園児の出欠簿 

(１４) 児童票 

(１５) 教育及び保育日誌 

(１６) 給食日誌 

(１７) 教育及び保育計画 

(１８) 給食計画 

(１９) 前各号に掲げるもののほか、必要な表簿 

（その他） 

第２１条 この規則に定めるもののほか、認定こども園の管理及び運営
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に関し必要な事項は、市長が別に定める。 

附 則 

（施行期日） 

１ この規則は、令和３年４月１日から施行する。 

（準備行為） 

２ この規則の施行に関し必要な申請その他の準備行為は、この規則の

施行の日前においても行うことができる。 


